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事業内容について教えてください
当社は、ラオス有数の香り米産地である中部カムワン県に拠点を
置き、精米事業を展開しています。主力製品は中価格帯の高品質
ラオス産香り米で、清潔さや香り、安定した味を重視する小売業
者や中高所得世帯を主なターゲットとしています。
当社の事業は、旧式の小規模精米所による品質ばらつきや衛生面、
供給不安定といった消費者の不満へ対応したいという思いから始
まりました。これに対応するため、玄米調達から精米、流通まで
を一貫管理する体制を構築しています。生産性の高い地域の農家
や業者から玄米を調達し、高品質な白米として加工・供給するこ
とで、都市部を中心に高まる品質志向の需要に応え、信頼性の高
い製品提供を目指しています。

セールスポイントは何ですか？
衛生面、香り、味、そして配送の信頼性が強みです。良い生産地
域から厳選した玄米を調達することで、高品質の原料を安定的に
確保し、最終製品の一貫性を維持しています。
品質管理は事業の中核です。玄米の水分含有量、品種選定、鮮度、
乾燥方法、保管条件といった大切な要素に厳格な基準を設けてい
ます。これらの管理により、米の自然な香りと食感を保ちつつ、
安全性を確保しています。
さらに清潔で安全な加工方法を採用し、多様な顧客層に対応する
ため、魅力的で耐久性に優れた複数サイズの包装を提供していま
す。加えて、品質保証と信頼性をさらに強化するため、適正衛生
管理基準（GHP）および危害分析重要管理点（HACCP）基準への
準拠に積極的に取り組んでいます。これらの取り組みは、消費者
とビジネスパートナー双方との信頼構築に向けた当社の長期的な
姿勢を示すものです。

課題は何ですか？
農産物加工分野の多くの中小企業と同様に、限られた資金と不十
分な設備に起因する制約に直面しています。長期的な労働力の安

定を支えるためのスタッフの福利厚生施設の改善、内部管理シス
テムの強化と熟練スタッフの確保は継続的な課題です。
市場面では、激しい価格競争、玄米コストの上昇、副産物の低い
付加価値が利益率を圧迫し続けています。さらに、外部環境にお
いては、農家への政府支援が限定的であることが、原料の安定供
給と生産性に影響し、これがバリューチェーン全体に波及してい
ます。これらの課題に対応するためには、内部の効率化と外部ス
テークホルダーとの連携強化の両方が不可欠です。

今後の事業計画は？
当社の中短期戦略は、都市市場向けの香り米に焦点を当てていま
す。カムアン県タケーク市近郊に新施設を建設し、精米ライン、
粒径選別機、色彩選別機、自動包装ライン、最終製品用冷蔵倉庫
を設置するとともに、物流能力の強化を図る予定です。
乾燥・精米工程は引き続き生産地で行い、農家支援、調達調整、
開発パートナーとの連携を強化するため、新規受入サイロ、貯蔵
サイロ、事務所を整備します。カイソーン・ポムウィハーン、パ
クセー、ルアンパバーン等などの主要都市への流通網を拡大し、
オンライン販促にも注力します。
長期的には、カムアン県を代表する高品質な米加工業者としての
位置を確立し、ラオス国内の白米市場でトップシェアを獲得する
ことを目標としています。

将来のビジネスパートナーに向けて
当社は米の安定供給を確保し、地方の食料安全保障に貢献してい
きます。経営塾プログラムで得た実践的な経営ノウハウを活かし、
GHP および HACCP 認証取得を目指し、精米システムの改善を加
速していきます。
また、精米技術・品質管理・付加価値製品開発に強みを持つ日本
企業との提携を歓迎します。信頼に基づく長期的な協業を通じて、
農家の生産性向上、高付加価値米製品の開発、地域人材育成、国内・
輸出市場における共同事業機会の創出が可能だと確信しています。

1. 精米所・倉庫　2. 商品ラインナップ　3. 展示販売 

Establishment Year▶2014
Tel▶+856-20-9108-3004　E-mail▶bounyongc0306@gmail.com
Web▶www.facebook.com/SaybuaRice
Address▶Nonghang village, Thakhek District, Khammouane Province, Lao PDR

SAYBUA Rice Mill Individual Enterprise
Mr. Bounyong THAVISOUK / Director
Nationality▶Lao　Education▶Bachelor of Economics in Lao PDR

ラオス中部発の、信頼性の高い「香り米バリューチェーンの構築」
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事業内容について教えてください
当社は幼児教育を事業とし、人間の学習において最も重要な脳の
構造的発達段階に特化した教育プログラムを提供しています。脳
の可塑性が最も高い幼児期に、記憶力、集中力、創造力、学習効
率などの認知機能を強化することを中核としています。
一般的な保育サービスではなく、明確な発達段階に基づく体系的
な教育ソリューションを提供し、測定可能な学習成果を通じて、
義務教育前に強固な認知的基盤を築くことを目的としています。
これにより、従来のプリスクールよりも付加価値の高いニッチな
市場で事業を展開しています。
また、保護者の参加を重視し、家庭学習の継続を支援するガイダ
ンスやツールを提供することで、教室での教育効果と顧客維持を
高めています。この教室学習と家庭学習を組み合わせたアプロー
チが、教育成果と顧客満足度の向上、安定した需要につながって
います。

セールスポイントは何ですか？
最大の強みは、日本発で国際的な実績を持つ「七田式メソッド」
を採用している点です。プログラムは英語とラオス語の両方で提
供され、バイリンガル教育や国際志向の顧客にも対応しています。
七田式に特化した認定教師による指導、標準化されたレッスンプ
ラン、継続的な研修、少人数制クラスにより、拠点に左右されな
い一貫した教育品質を実現しています。この仕組みは運営リスク
を抑え、事業の拡張性も支えます。
さらに、保護者との密なコミュニケーションを通じて信頼関係を
築き、顧客ロイヤルティやブランド評価の向上につなげています。
教育ビジネスにおいて重要な「信頼」と「成果」が、継続受講や
紹介入学を促進しています。

課題は何ですか？
課題の一つは顧客や社会に対する市場教育です。ラオスでは幼児

教育への関心は高まりつつありますが、構造化された脳発達プロ
グラムが長期的な学業・経済的利益をもたらす点については、十
分に理解されていません。このため、継続的な啓発と価値訴求に
時間と資源が必要です。
もう一つは受講期間で、幼稚園修了後に他の教育機関へ移行する
ケースがあります。個々の顧客の受講期間を伸ばすためには、早
期脳開発を正規教育の代替ではなく、将来の学業成績を高める補
完的投資として明確に位置づけることが重要です。

今後の事業計画は？
経営塾プログラムでは戦略的・体系的思考の習得と持続的成長を
目指す経営の在り方を学び、異業種ネットワークの構築もできま
した。
今後は既存センターの強化を軸に、サブフランチャイジーモデル
で段階的な拡大を図ります。教育需要の高いラオスの主要 5 地域

（チャンパサック、ルアンパバーン、サワンナケート、サイタニー、
シコッタボン）を重点対象としています。
急成長よりも資本効率と品質管理を重視し、教員研修、標準化さ
れた運営、徹底した品質管理体制を整えることで、ブランド価値
と教育成果を守り、投資・運営リスクの低減を目指します。

将来のビジネスパートナーに向けて
ラオスの幼児教育市場は長期的な成長可能性を秘めています。当
社は短期的な利益よりも持続的成長を重視し、長期的視点を共有
できるパートナーを求めています。
資本投資や運営ノウハウ、ネットワーク構築を通じた協力に対し、
当社は実証済みの教育メソッドと明確な品質基準、地域市場への
深い理解に基づく拡張可能な教育モデルを提供します。長期的な
協業を通じ、財務的リターンと社会的インパクトの双方を実現し
たいと考えています。

1. 少人数で学ぶ　2. スタッフ　3. Mr. Bounyong THAVISOUK (Batch 9)

Establishment Year▶2014
Tel▶+856-20-5662-8289　E-mail▶Manichith@shichidalaos.com
Web▶www.facebook.com/shichidaLaos
Address▶Asean Mall G1&G2, T4 Road, Phonthan Village, Xaysetha District, 
                     Vientiane Capital, Lao PDR

Shichida Laos Individual Enterprise 
Ms. Manichith HAEMANY / Chief Executive Offi  cer (CEO)
Nationality▶Lao　Education▶Master of Educational Studies in Australia

ラオスにおける長期的成長を目標とした拡張可能な幼児教育モデル
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事業内容について教えてください
当社は、Sokmanee Holdings 傘下の法人向けギフト専門会社です。
企業が自信をもって自社ブランドを表現できる環境を整えること
を使命とし、企画・デザインから製造、納品までを一貫して提供
するワンストップサービスを展開しています。創業者の一人であ
る私は、ロンドン芸術大学でインテリア・空間デザインを学びま
した。そこで培った現代的なブランディングの考え方が、品質や
顧客体験に対する価値観の基盤となっています。

セールスポイントは何ですか？
ラオスでは、品質のばらつきや選択肢の限られた状況から、企業
が信頼できるデザイン性の高いギフトの調達が難しいという現状
があります。当社は、そこにこそチャンスを感じています。
企画から納品までを一貫して担う体制は、当社の最大の強みであ
り、単なる商品販売ではなく、企業のブランドイメージと予算に
寄り添った「体験」そのものを提供しています。
また、ラオスではまだ一般的でない、迅速かつ丁寧なコミュニケー
ションにも定評があります。さらに、前払いサポートや長期の支
払猶予など、BtoB 企業の資金繰りを支える柔軟な金融面の支援も
行っており、単発の取引ではなく長期的なパートナーシップの構
築を重視しています。

課題は何ですか？
ラオスの製造業は、品質のばらつきや、特殊素材の調達の難しさ
が大きな課題となっています。さらに、為替変動や物流遅延も納
期に影響を及ぼしています。

しかし、当社は困難な状況でも確実に成果を出してきました。厳
しい納期と海外からの資材遅延を伴う政府案件では、生産を複数
工場に分散し、日次で進行管理を行うことでリスクを最小化しま
した。さらに前払いでコストを負担し、計画通りの納品を実現し
たことで、プレッシャーに直面しながらも、信頼できるパートナー
であるという評価を確立しました。

今後の事業計画は？
業務効率の向上のため、印刷機やカスタマイズ設備など自社生産
機器への投資を計画しています。これにより外部業者への依存を
減らし、緊急案件にもより迅速に対応できる体制を構築します。
現在は、首都ビエンチャンを中心に展開していますが、今後は、
地方都市・ルアンパバーンやパクセーにも進出し、成長する法人
ギフト需要を取り込む予定です。長期的には、創造性と信頼性で
ラオスを代表する企業になることを目指しています。

将来のビジネスパートナーに向けて
当社は、プロフェッショナルで信頼性の高いサービスを通じて、
ラオスの業界水準を引き上げることに取り組んでいます。経営塾
プログラムを通じ、経営戦略とマーケティングの連動、そしてカ
イゼンによる継続的改善の重要性を学び、これを事業運営の基盤
としています。

「品質と革新性」というビジョンを共有できるパートナーや投資家
の皆様を歓迎します。共に流通ネットワークの拡大や新技術の導
入を進め、進化するラオスのビジネス環境に貢献していきたいと
考えています。

1. 広告ツール印刷サービス　2. カスタマイズ製品　3. Ms. Sonemalinh PHAYYALATH (Batch 9) 　 

Establishment Year▶2018
Tel▶+856-20-9922-6888　E-mail▶admin@sokmanee.com
Web▶www.facebook.com/Sokmanee Premium Gift
Address▶10 Sainamngeun Village, Xaythany District Vientiane Capital, Lao PDR

Sokmanee Premium Gifts Sole Co., Ltd.
Ms. Litaphone KHATSAVANG / Director
Nationality▶Lao　Education▶Bachelor of Interior and Spatial Design in UK

企業ブランド価値を高めるBtoBノベルティ市場における戦略的歩み
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事業内容について教えてください
当校は 1994 年設立のラオス初の民間の自動車教習所です。運転教
育をより身近なものとし、ビエンチャンとパクセーに拠点を構え
ることで、ラオス全土の交通安全と運転水準の向上に貢献するこ
とを目指しています。国の規制や公道での運転条件を反映した体
系的な運転訓練プログラムを提供しています。パクセー支店の開
設によりラオス南部までサービスを拡大し、質の高い運転教育に
対する地域の需要に応えています。

セールスポイントは何ですか？
長年の経験、2 拠点での学校運営、安全と責任への強いこだわり
がセールスポイントです。当校は、交通理論、実践的な運転訓練、
免許試験準備、運転シミュレーター練習を組み合わせた体系的な
訓練プログラムを提供し、実社会で即応できる技術を身に付けら
れるように設計しています。段階的な訓練アプローチにより、生
徒はコース修了までに自信を持って運転できるようになります。
標準化されたカリキュラム、タイでトレーニングを受けた指導員、
両校で一貫して取り入れている運営システムにより、訓練の質を
維持しています。また、ラオスで法的に認められた運転免許証を
取得するための外国人居住者のサポートも行っています。
安全基準の維持、さまざまな学習レベルに対応する進歩的な訓練
など、顧客のニーズに寄り添いつつ継続的な改善に力を入れてい
ます。

課題は何ですか？
当校の課題の一つは、自動車教習所を単に免許試験に合格するた
めの学校としてではなく、長期的な安全運転技術を習得するため
の場所と認識してもらえるよう、人々の考え方を変えることで
す。さらに、規制の変更、交通状況、燃料費、車両維持費などの
外的要因も業務に影響を及ぼしています。2 校にまたがる教習スケ

ジュール、指導員、車両を管理するには、綿密な調整が必要です。
こうした課題に対し、当校は、業務手順を標準化し、スケジュー
ル管理システムや一貫した車両メンテナンスを導入することで、
対処しています。変化する規制に対応してきた過去の経験が、円
滑な運営と質の高いトレーニングの維持を支えています。

今後の事業計画は？
近い将来、学校数を増やし、二輪車と大型車向けの新コースを追
加することで事業の幅を拡大する計画です。ビエンチャンおよび
ラオス南部での存在感を高めながら、高度な運転プログラムの開
発に注力していきます。さらに、運転訓練基準やスタッフ育成に
おける国際的なパートナーシップの模索し、生徒のデータ管理、
スケジュール管理、トレーニング記録をサポートするデジタルシ
ステムの導入を計画をしています。長期的にはラオスにおける運
転教育と交通安全の指導的機関になることを目指しています。
経営塾プログラムでは、経営者を中心とした新たなネットワーク
を築き、異業種の経験豊富なプロフェッショナルと経営の視点を
交わすことができました。すぐに実践可能な適切なマネジメント
手法や、長期的な事業継続のための体系的なプランニング、特に
カイゼン（5S）や無駄の削減（7wastes）やサービス品質基準の確
立について学ぶ機会を得たことを嬉しく思っています。

将来のビジネスパートナーに向けて
当校は、教育・安全・人材育成という長期的ビジョンを共有する
多様な組織とのパートナーシップを歓迎いたします。特に、プロ
ドライバーの需要に応えるためのトレーニングカリキュラムやス
タッフの育成など、いくつかの分野で協力できる素晴らしい機会
があるのではないかと考えています。当校は、信頼、明確な運営
システム、持続可能な成長を重視するパートナーを求めています。

1. チェック項目の確認　2. シミュレーターを使った運転訓練　3. トラック免許にも対応 

Establishment Year▶1994
Tel▶+85620-9957-9789　E-mail▶Info@Thongsangnang.edu.la
Web▶www.Thongsangnang.edu.la
Address▶Phonsawang Village, Phontong st hom22, Chanthabouly District, 
                     Vientiane Capital, Lao PDR

Thongsangnang Driving School Sole Co., Ltd.
Mr. Thongthep KEOSILA / Deputy Managing Director
Nationality▶Lao　Education▶Bachelor of Department of Transport and Logistics Engineering in Lao PDR

ラオスの交通安全を支える民間自動車学校
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事業内容について教えてください
当社は、ラオス人々の味覚と購買力を深く理解した「食品重視の
コンビニエンスストア」です。ラオスにおける近代的小売の構造
的な非効率性を解決するために設立しました。ラオスの急速な都
市化は、新たなライフスタイルにおける課題をもたらしています。
消費者はしばしば、衛生基準に欠ける馴染みのある「ストリート
フード」か、高価格で地域の人々の味覚には響かない「外資系小
売チェーン」のどちらかを選ぶことを余儀なくされています。こ
の大きな市場のギャップが当社の企業の原点です。当社は単なる
店舗数の拡大を目的とするのではなく、ラオスの生活者に寄り添
い、真に求められる食の選択肢を提供することで、小売の新しい
価値を創造していきます。

セールスポイントは何ですか？
当社の使命は、本物の " コミュニティスポット " になることです。
単なる小売店にとどまらず、くつろぎと文化交流の拠点として機
能する開かれた環境を提供しています。さらに、VariGo+ エコシ
ステムを活用する当社の物流と消費者データにおける強みを活か
して、各店舗「Go+Mart」をブランド体験拠点であると同時に、
スマートな地域流通ハブへと進化させていきます。

課題は何ですか？
当社は「地元第一主義」戦略を厳格に実行し差別化を図っています。
単に地元の商品を棚に並べるのではなく、積極的にラオスの生産

者をキュレーションし、その魅力を紹介することで、彼らの商品
を国際的な水準へと引き上げています。また、清潔で本格的な RTE

（Ready-to-Eat）ミールを競争力のある価格で提供し、消費者から
の信頼を築いています。さらに、ラオスの若者文化、特にストリー
トカルチャーに根ざしたブランドアイデンティティを構築するこ
とで、都市経済の主要な原動力である若年層と深く共鳴すること
ができると考えます。

今後の事業計画は？
経営塾プログラムで「カイゼン」と「仕組み化」の重要性を学び、
新興市場においては、" カバー範囲の広さ " よりも " 品質の一貫性 
" が持続的成長の基盤のために重要であると認識しています。洗練
されたセントラルキッチンや柔軟性のあるサプライチェーンなど
を整備し、強固な生産基盤の構築を目指します。2026 年に試験的
に 5 店舗をオープンし、2030 年までに全国主要都市に 100 店舗を
展開する予定です。

将来のビジネスパートナーに向けて
当社が追求しているのは、単なる商機だけではありません。ラオ
スの人々のための「家庭のインフラ」を築くことを目指し、投資
家やパートナーを募っています。当社のデータに基づいた洞察力
と、国内で最も効率的な O2O（Online-to-Offline）接続は、新し
いラオス経済とともに持続可能な成長を目指すメーカーやパート
ナーにとって、最も強力なプラットフォームとなると確信してい
ます。

1. 実店舗での販売 　2. オンラインデリバリーで新しいライフスタイルに対応　2. 若いチームワーク 

Establishment Year▶2025
Tel▶+856-20-9536-3282　E-mail▶sookprasay.p@varigoplus.com
Web▶www.goplusmart.com
Address▶Phonphanao Village, Chanthabuly District, Vientiane capital, Lao PDR

VarigoPlus Co., Ltd. / Go+mart Unit
Mr. Sookprasay PHIMMASONE / Chief of International Aff airs / Co-Founder 
Nationality▶Lao　Education▶Bachelor of Interior Design, Marketing & Branding Design in China

地域固有性とデジタルネットワークを通じラオスの小売業に革命を起こす

Company DATA

卸売・小売

1 32



142 KJL Member Companies Profi le 2026 | Company Profi le | Batch9

事業内容について教えてください
当社は、住宅、アパート、農地、自動車関連施設など、賃貸不動
産投資を専門とする会社として、2019 年に設立されました。背景
には、ラオスにおいて、管理体制が整い、信頼性と持続性のある
賃貸物件への需要の高まっている市場環境があります。ラオスの
不動産投資では、管理水準のばらつき、資産の未活用、長期的視
点の不足といった課題が依然として存在しています。当社は、こ
うした課題に対し、体系的で専門性の高い運営手法を導入し、管
理体制の継続的な改善に取り組んでいます。不動産を単なる保有
資産として扱うのではなく、入居者と投資家の双方にとって安定
した長期価値を生み出す資産へと育て、地域経済の発展にも貢献
することを使命としています。

セールスポイントは何ですか？
短期的な利益の追求ではなく、長期的な価値創出に重きを置いて
いる点が、当社の最大の強みです。条件の良い物件を厳選し、体
系的な運営システムにより安定した賃料収入と資産価値の向上を
実現しています。また、住宅、アパート、農地などに分散投資す
ることでリスクを抑え、複数の収益源を確保しています。このポー
トフォリオの多様性により、市場環境の変化に対しても高い耐性
を持っています。さらに、現場に密着した管理体制により、適切
な維持管理、入居者満足度の向上、運営効率の改善を図り、物件
の収益性を高めています。
経営塾プログラムを通じて、PDCA や継続的改善、長期視点に基づ
く日本型の規律ある経営手法を学び、それを不動産開発の実務に
直接取り入れることで、リスク管理の強化と安定した価値創出を
実現しています。

課題は何ですか？
不動産投資分野では、市場変動、法規制の変更、品質や持続可能
性に対する要求の高まりなど、さまざまな課題があります。ラオ
スではプロフェッショナルな不動産管理の考え方が発展途上にあ
るため入居者や顧客と「長期的価値」を共有することが容易では
ありません。また、事業拡大と品質管理の両立も重要な課題です。
物件数が増えるほど、統一した管理水準を維持するためのシステ
ム、人材育成、継続的改善が不可欠となります。当社ではこうし
た課題を、自社の体制強化と市場における模範的存在になるため
の機会と捉えています。

今後の事業計画は？
管理品質を維持しながら賃貸ポートフォリオの拡大を図り、都市
部の戦略的エリアにおけるアパート事業の強化や、持続可能な土
地価値の上昇を見据えた農地への投資を進めていきます。さらに、
複合開発や環境配慮型賃貸事業など、市場ニーズと社会的価値の
双方に合致する新たな不動産分野への展開も検討しています。投
資家や地方関係者との戦略的パートナーシップを通じ、地方展開
も視野に入れた多角的な不動産投資プラットフォームの構築を目
指します。

将来のビジネスパートナーに向けて
信頼、透明性、そして長期的なビジョンの共有こそが、成功する
不動産投資の基盤であると考えています。持続的成長、専門的な
運営、そして双方にとって価値ある成果を重視するパートナーと
の協業を歓迎します。不動産を安定した収益資産へと育て、確か
なリターンを創出し、ラオスの不動産市場の将来を共に築いてい
けることを楽しみにしています。

1. 本社　2. 貸し倉庫 

1 2

Establishment Year▶2019
Tel▶+856-20-5594-2226　E-mail▶Vinjo2226@gmail.com
Web▶www.facebook.com/Donnokkhoum
Address▶Donnokkhoum Village, Sisattanak District, Vientiane Capital, Lao PDR

Vinjo Sole Co., Ltd.
Mr. Vinousa PHONEKEO / CEO
Nationality▶Lao　Education▶Bachelor of Business and Management in Lao PDR

長期視点で育てる持続可能な不動産パートナーシップ

Company DATA

不動産
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